
2

はじめに

Enjoy making mistakes!「間違いを楽しもう！」

　これが、「英語で行う」授業で、先生にとっても、生徒にとっても
一番大切な心構えです。僕は、「英語で行う」授業は生徒と間違いを
楽しみながら、ともに成長できる場だと考えています。少し気を楽に
して読み始めていただけたら嬉しいです。
　英語の先生は、今やとても多くのことを求められています。英語の
授業は「英語で行う」ことだけでなく、生徒主体のアクティブ・ラー
ニングの授業も求められ、授業のあり方を大きく見直している先生も
多いのではないでしょうか。2020年の東京オリンピックに向け、
グローバル化に対応した政策も英語の先生に矛先が向いています。特
に、「英語で行う」授業に難しさを感じている先生も少なくないと思
います。
　僕自身も教師になりたての頃は、授業を「英語で行う」ことなど思
いもしませんでした。生活指導に追われ、授業準備もままなりません。

「楽しい」授業を漠然と目指し、授業は日々試行錯誤の連続です。そ
んな中、勤務先の地区で英語の研究授業が行われ、驚きの光景を目に
します。普通の公立中学校の１年生がAll Englishの授業を全員目を
輝かせながら生き生きと学んでいたのです。中学校１年生には「英語
で行う」授業は無理だと決めつけていた僕には衝撃の光景でした。僕
もあのようなAll Englishの授業ができるようになりたいと強く思い
授業改善を始めました。
　しかし、「英語で行う」授業を受けたことのない僕にとって、この
改善は簡単ではありませんでした。そこで、僕は２つのことを始めま
した。１つは、できるだけ多くの「英語で行う」授業の見学、もう１
つは、授業で自分が話す英語（Teacher Talk）の台本作りです。見
よう見まねで、授業で使える英語の表現を増やしていきました。そし
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て、教師になって10年目、全英連東京大会（2003年）で1000
人の参観者の前でモデル授業をする機会に恵まれました。その大舞台
でごく普通の公立中学校の１年生とAll Englishの授業を披露するこ
とができるようになったのです。生徒たちも生き生きと学んでくれま
した。
　しかし、この時、モヤモヤとした目に見えない課題を感じていまし
た。このモヤモヤはなかなか晴れませんでした。その課題が何かを教
えてくれたのが2011年の東日本大震災です。ゼロから立ち上がる
人々の強さを見て、自立とは何かを考えさせられました。そして、僕
の授業には生徒を自立させるという観点が抜けていたと気づいたので
す。つまり、それまで僕がやっていたのは、教師が主導するAll 
Englishの一斉授業だったのです。
　そして、生徒が主体的に学ばなければ、自立した学習者を育てるこ
とはできないと考え、自分の授業スタイルを大きく変えました。それ
が「英語で行う」アクティブ・ラーニングの授業です。
　このように僕の授業が大きく変わった2011年、この年、附属中
に入学してきた生徒たちを高校３年生まで６年間受け持つことができ
ました。本書ではこの６年間のアクティブ・ラーニングの活動を取り
上げ、「英語で行う」ための表現をコンパクトにまとめました。誰で
もすぐに取り入れられるように、活動ごとにまとめ、活動の手順も丁
寧に解説しました。本書を使えば、中学校１年生から高校３年生まで

「英語で行う」アクティブ・ラーニングの授業を行うことができます。
取り組みやすそうな活動から取り入れていただき、生徒とともに間違
いを楽しみながら授業をつくっていただければ幸いです。
　最後に、英文を丁寧に校閲していただいたMark Phippard先生（イ
ギリス出身）、Stephanie Swanson先生（アメリカ出身）、Julian 
Boone先生（アメリカ出身）に心から感謝の気持ちを送りたいと思
います。

2016年11月
山本 崇雄
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本書の使い方

❶本書では、生徒のアクティブ・ラーニングを促す
　様々な活動の方法を紹介しています。
　自分がやってみたい！　と思う活動を選んで
　ぜひトライしてください！

❷１つ１つの活動は、本書の英文フレーズを、
　そのままの順で使えば、生徒への指示がうまくいく
　ようになっています。参考にしてください。
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❸�第７章は生徒が覚えておくと、生徒自身が授業中に
活動する際、使いやすい英文フレーズを集めました。

　コピーして生徒に渡しておくと便利です！

本書の内容へGO！

❹All Englishのアクティブ・ラーニングの授業を、
　生徒が楽しく取り組めるようにするコツも、様々に
　紹介しています。本書があなたの授業に役立つものに
　なりますように！
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シャドーイングを能動的に

　シャドーイングとは、CDなどのモデルの後、２〜３語遅れて、発
音を真似しながら音読していく方法です。発音矯正とリスニング力の
養成に効果がありますが、意味が伴わない音読になってしまいがちで
す。ですから、音読の時と同じで、パートナーと聞き合いながらシャ
ドーイングするとよいでしょう。
　どの活動も、ペアワーク、グループワークにすることで、生徒にや
りがいのあるものになります。相手を意識することによって英語はツ
ール（道具）だと感じさせましょう。

まずは自分でシャドーイング  

まず、アイシャドーイング※をしま
しょう。

First, I want you to do “eye 
shadowing”.

※黙って行うシャドーイングです。読む代わりに指を動かします。

指を最初の文のところに置いてくだ
さい。

Put your fingers at the first 
sentence.

CDと一緒に単語を指で追ってくだ
さい。

Trace the words with your finger 
with the CD.

授業導入に使える復習の活動３

自分で、ペアで、楽しく
「シャドーイング」

7
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声に出して読む必要はありません
が、口は動かしてもかまいません。

You don’t have to read aloud, 
but you can mouth the words.

CDを聞いて、最初の２〜３番目の
単語が聞こえたら、音読を始めてく
ださい。

Listen to the CD, and when you 
hear the second or third word, 
you can start reading aloud.

シャドーイングの後、ペアでその物
話について話してもらいます。

After shadowing, I want you to 
talk about the story in pairs.

ステファニーとシャドーイングをし
ましょう。

Let’s do shadowing with 
Stephanie.

ステファニーが30ページを読みま
す。後を追ってシャドーイングして
ください。

Stephanie will read page 30. I 
want you to shadow her reading.

リズムやイントネーションに気をつ
けてください。

Be careful with the rhythm and 
intonation.

意味を考えることが大切です。 It’s important to think about / 
connect with the meaning.

ペアでシャドーイング  

パートナーとじゃんけんをしてくだ
さい。

Play rock-scissors-paper with 
your partners.

勝った人からシャドーイングを始め
ます。

Winners, you will do shadowing 
first.

負けた人はパートナーのシャドーイ
ングをチェックしてください。

Losers, you will check your 
partners’ shadowing.

負けた人はパートナーのシャドーイン
グについてコメントをしてください。

Losers, you will make comments 
about your partners’ shadowing.

では交代しましょう。負けた人がシ
ャドーイングをします。

Now, let’s switch parts. Losers 
will do shadowing. 
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クレジットロールリーディングもペアで

　クレジットロールリーディングとは、映画のエンドロールのように
英文が移動していくのに合わせて音読する活動です。
　パワーポイントのアニメーション機能を使ってテキストボックスに
入力した教科書などの英文をスライドアウトさせていきます。意味の
かたまりごとに区切りをつけてもよいでしょう。
　文章が消えるまでの時間を１分に設定すれば、テキストボックスの
単語数がWPM（１分で読める単語数）になります。
　そして、全員で１行ごとに読んでいったり、ペアワークとしてペア
で１行ごとに交代で読んでいったり、ペアのどちらかだけが読んで、
パートナーに後からどんな内容だったのかを要約して説明したりな
ど、様々な活動に応用していきます。交代時にハイタッチさせると盛
り上がります。
　意味のかたまりごとに文章を読んでいくので、どんなふうに英文を
読みこなしていけばよいのかをだんだん理解していけるようになりま
す。
　僕の場合、特に新しい単元に入る時や、新しい長い文章に取り組む
時に、最初にこの活動をするようにしています。動画を利用すること
で、知らない文章をとにかく読んでみる、という取り組みができます。
できない経験をさせ、「できるようになりたい」という動機につなげ
ましょう。

授業導入に使える復習の活動４

読むのが速くなる！
「クレジットロール
リーディング」
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クレジットロールリーディングの活動の進め方  

クレジットロールリーディングをし
ましょう。

Let’s do “credit roll reading”.

パートナーとじゃんけんをしてくだ
さい。

Play rock-scissors-paper with 
your partners.

ペアで１文ごとに交代で読んでくだ
さい。

I want you to read aloud 
sentence by sentence alternately 
in pairs.

勝った人は最初の文を読んでくださ
い。

Winners will read the first 
sentence.

読んだ後、物語を要約してもらいま
す。

After reading, I want you to 
summarize the story.

物語の意味を考えることが大切で
す。

It’s important to think about / 
connect with the meaning of the 
story.

画面はPower Point for Mac 2011使用時

矢印の方向に英文がスライ
ドアウトするようにアニメ
ーションで設定します。




